
 

③ 研究者による研究成果報告会 

 毎年度、採択者による研究成果報告会を公開で行う。 

 
 

「平成２９年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費」の実施について 

   
 

 平成２９年４月１２日 

 原 子 力 規 制 庁 

 

 

1. 背景 

平成２９年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費の実施について、平成２９年２

月２２日の第６２回原子力規制委員会で指摘を受けた事業の実施体制等について、以

下のように取り組むこととする。 

 

2. 事業に係る実施体制 

当該事業の実施にあたり、一部事務を外部委託する予定としていたが、原子力規制

庁における事業の実施分担を見直し、全ての業務を原子力規制庁で行う。具体的には、

放射線防護グループ放射線対策・保障措置課及び技術基盤グループ技術基盤課が以下

の役割分担の下、連携して行う。 

 当該事業における課題の選定、評価については、事務局として原子力規制庁放射線

防護グループ放射線対策・保障措置課が実施する。 

 委託契約・執行事務については、原子力規制庁技術基盤グループ技術基盤課が実施

する。 

（詳細は別紙参照） 

 
3. 事業の公開性の担保について 

本事業は公募事業として、提案者から研究計画等の提案を受け、厳正な審査を行っ

た上で、支援対象課題を採択することとしている。採択に係る審査等についての公開の

考え方については、以下のとおりとする。 

① 研究推進委員会 

 研究推進委員会における審査の透明性確保のため、審査基準については公開する。 

 提案者の研究に係るアイデア及びノウハウに係る秘密を守る観点から、研究推進委

員会に提出された提案者の研究計画書及び当該資料に基づく審査等については非

公開で行う。 

 提案課題の採択結果（採択された研究計画の概要及び提案者、提案のあった応募件

数等）については公開する。 

 

② 研究評価委員会 

 研究評価委員会の議事及び資料等については公開する。（ただし申請予定の知的財

産等、その時点での公開が不適切なものは除く。） 
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放射線防護分野の安全研究事業の実施体制について
（平成２９年度から）

（事務局）
防護Ｇ 放射線対策・保障措置課
【安全研究・国際担当】

課題の選定、進捗管理、評価

研究推進委員会

【役割】
・採択課題の選定
・採択課題の進捗管理
・研究ニーズ把握や
テーマ企画

外部有識者に加え、原子力規
制庁職員が委員として参加。

研究評価委員会

【役割】
・課題の中間・事後
評価

・成果のとりまとめ

外部有識者で構成。原子
力規制庁職員はオブザー
バー参加。

原子力規制委員会委員（伴委員）
研究推進委員会に参加し、事業の進め方を

指導。

委託契約・執行事務

基盤Ｇ 技術基盤課
【安全研究契約班】

【役割】
・委託、請負マニュアル作成
・課題選定後の委託契約事務
・額の確定

※放射線対策・保障措置課は、
委託契約・執行事務に関し、
内容面で技術基盤課に協力。
額の確定は合同で実施。

連携※
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